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としている.
各種オミクス解析のための環境として,未来先端研究機
構および医学系研究科共同利用機器センターには,次世代
シーケンサー2台 (イルミナ社MiSeqおよびNextSeq500),
第3世代シーケンサー1台 (パシフィックバイオサイエン
ス社PacBio RSII),および各種質量分析計8台が導入され
ている.本講演では,現有の8台の質量分析計について,測
定原理の違いや特性をまとめ,それぞれの装置に適した解
析用途を紹介する.また,サンプル調製から測定,解析まで
の一連の流れを実際の研究事例をまじえて概説する.
分析機器の全学共同利用促進に向けた取り組み
林 史夫（群馬大 研究・産学連携推進機構
高度研究推進・支援部門 機器分析センター）
平成8年度614億円,平成28年度22億円―――.
文部科学省の資料によると,「設備整備」のために用意さ
れた当初予算額は平成8年度の614億円をピークに,その
後減少傾向にあり,平成28年度にはピーク時の3.6％にあ
たる22億円に落ち込んでしまった.これが「設備整備」を
取り巻く現状であり,現在の厳しい財政状況を考えると20
年前の状態へのV字復活は期待できないであろう.このよ
うな背景の中,研究成果を持続的に創出するために文部科
学省が打ち出したキーワードが「共用化」である.
本学は,複数のキャンパスそれぞれに分析機器の共同利
用に関するセクションがあり,共同利用の支援を果たして
きた.しかしながら,キャンパス間の連携は十分とは言え
なかった.この現状を改善するために設立されたのが「共
同利用設備統括センター」である.
本センターは本学の複数の共同利用セクションを一つに
まとめたセンターであり,共同利用設備統括推進室が運営
にあたる.推進室の業務の一つは,分析機器の検索と利用
予約が簡単にできるようにし,本学教職員・学生の利便性
を高めることである.また,推進室には本学の特色となる
「教育」と「社会貢献」に注力すべく「教育・人材育成部」
と「外部依頼分析部」を設ける.教育・人材育成部では,少
数の学部2年生を対象に「マイスター育成プログラム」を
実施し,3年次には分析機器のオペレーターとして活躍し
てもらう計画である.昨今どこの共同利用施設もオペレー
ター不足であり,この問題の解決策の一つとなることを期
待している.一方,外部依頼分析部では,企業への広報活動,
ニーズ調査,及び依頼分析を実施する.依頼分析を足掛か
りに本学との共同研究へ発展すること,更には地域産業の
発展・新産業創出に貢献することを目指している.
群馬大学URA室の活動：
研究支援及び産学連携支援の取り組み
早川 晃一
（群馬大 研究・産学連携推進機構 URA室）
群馬大学は,研究及び産学連携を支援することを目的と
して,平成27年7月にURA室を設置し,室長に和泉孝志
理事 (研究担当)が就任するとともに,5名のURAを採用
し,URA室としての活動を開始した.URA(ユ ・ーアール・
エー)とは,大学におけるリサーチ・アドミニストレーター
のことであり,大学の研究者に寄り添い,研究企画の立案,
研究資金の調達・管理,知的財産の管理・活用などを行う研
究支援人材群のことを指す.
本学での主な業務は,大学の持つ研究力を調査・分析す
るとともに,科学技術や学術政策,産業界の動向把握を行
うこと,また国などの外部競争的資金に関する情報収集・
分析や申請支援を行うこと,共同研究先の企業活動やパテ
ント情報を調査し,プロジェクトの企画立案を行うこと
(プレアワード),さらに獲得資金によるプロジェクトの進
捗管理を行うこと (ポストアワード)である.また,生み出
された研究成果を知的財産として権利化し,技術移転やさ
らなる共同研究に向けた産学連携の推進を行うことなども
担当している.
URA室では,研究企画立案,研究資金の調達・管理・知
的財産の活用を総合的にマネジメントし,大学の研究力を
顕在化することにより,大学が持つ研究力を強化・発展さ
せるとともに,そこからのイノベーション創出に寄与する
ことを目指して様々な支援活動を行っている.以下に,各
URAの担当地区を示す.
・早川 晃一（主に昭和地区担当）
・飯塚 朗（主に昭和地区担当）
・宇野 太郎（荒牧・桐生太田地区担当）
・立見さおり（荒牧・昭和地区担当）
・布川 正史（主に桐生太田地区担当）
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